
京
都
産
業
大
学

吉
備
国
際
大
学

日
本
体
育
大
学

東
北
福
祉
大
学

近

畿

大

学

日
本
文
理
大
学

奈
良
屋
産
業
大
学

愛

知

大

学

桐
蔭
横
浜
大
学

東
日
本
国
際
大
学

近
畿
大
学
工
学
部

東
京
情
報
大
学

亜
細
亜
大
学

明

治

大

学

四
国
学
院
大
学

創

価

大

学

京
都
学
園
大
学

富
士
大
学

中
部
学
院
大
学

福

岡

大

学

天

理

大

学

道

都

大

学

東
京
農
業
大
学

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク

福
井
工
業
大
学

上

武

大

学

福
岡
工
業
大
学

（
関
西
六
大
学
）

（
中
国
地
区
）

（
首
都
）

（
仙
台
六
大
学
）

（
関
西
）

（
九
州
地
区
）

（
近
畿
）

（
愛
知
）

（
神
奈
川
）

（
南
東
北
）

（
広
島
六
大
学
）

（
千
葉
県
）

（
京
都
）

（
東
京
六
大
学
）

（
四
国
地
区
）

（
東
京
新
）

（
京
滋
）

（
北
東
北
）

（
東
海
地
区
）

（
九
州
六
大
学
）

（
阪
神
）

（
札
幌
）

（
北
海
道
）

（
北
陸
）

（
関
甲
新
）

（
福
岡
六
大
学
）
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第62回全日本大学野球選手権大会対戦組み合わせ
優　勝　上武大学
準優勝　亜細亜大学 ※（　）は大学野球連盟の名称

ベスト 8【第62回全日本大学野球選手権大会】
期間：平成25年６月11日～16日　会場：明治神宮球場・東京ドーム

背番号 位置 選手名 学年 投・打 出身校
17 投手 大 西　 祥 平 4 右・左 福岡高
15 〃 神 田　 駿 介 3 右・右 宇都宮工業高
12 〃 小 林　 翼 2 右・右 聖光学院高
16 〃 夏 井　 康 吉 2 左・左 東北高
18 〃 多和田真三郎 2 右・右 中部商業高
21 〃 吉 田　 将 太 2 右・右 鵡川高
13 〃 菅 原　 紀 喜 2 右・右 水沢高
14 〃 西 村　 拓 真 1 右・右 北海高
5 捕手 大 井　 佑 磨 3 右・右 佐久長聖高
27 〃 菊 池　 諒 3 右・右 東北工業大学高
28 〃 冨 里　 悠 2 右・右 沖縄尚学高
6 内野手 大 出　 篤 4 右・右 宇都宮工業高
10 〃 山 川　 穂 高 4 右・右 中部商業高
25 〃 小 山 内　 遼 4 左・左 東奥義塾高
2 〃 小 林　 周 平 3 右・右 龍谷大平安高
4 〃 平 野　 純 也 3 右・左 龍谷高
26 〃 外 崎　 修 汰 3 右・右 弘前実業高
3 〃 大 向　 涼 介 2 右・右 盛岡中央高
7 〃 今 泉　 孝 樹 1 右・左 大阪商業大学堺高
1 外野手 天 願　 陽 介 4 右・左 八重山商工高
23 〃 中 村　 涼 太 4 右・左 文星芸大附属高
8 〃 根 本　 康 一 3 右・左 聖光学院高
24 〃 下 畑　 大 輝 3 左・左 八戸工業大学第一高
20 〃 久 保　 皓 史 2 右・左 佐賀商業高
36 〃 緒方 賢太郎 2 右・右 龍谷高

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

寄
付
金
募
集
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長　

富
士
大
学 

学
長

藤
原　

隆
男 

　

富
士
大
学
硬
式
野
球
部
の
第
62

回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

出
場
寄
付
金
募
集
に
当
た
り
ま
し

て
、在
学
生
の
保
護
者
、卒
業
生
、地

域
の
皆
様
、そ
の
他
多
く
の
方
々
か

ら
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。

　

北
東
北
大
学
野
球
リ
ー
グ
を
大

逆
転
で
制
し
、８
回
目
の
出
場
と

な
っ
た
今
大
会
は
ベ
ス
ト
８
と
い
う

成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

雨
天
で
日
程
や
会
場
が
変
更
に
な
る

な
ど
調
整
も
難
し
い
中
、選
手
た
ち

は
強
い
精
神
力
で
試
合
に
臨
み
勝
ち

進
み
ま
し
た
。チ
ー
ム
力
を
結
集
し
、

厳
し
い
試
合
で
も
あ
き
ら
め
な
い
選

手
た
ち
の
姿
は
我
々
に
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
成
果
が
収
め
ら
れ
ま

し
た
の
も
、皆
様
方
の
ご
支
援
、ご
声

援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。ご
支
援
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
日
本
大
会
出
場
寄
付
金

ご
協
力
へ
の
御
礼

1965年 奥州大学(現 富士大学)開学と共に創部。
1972年 第21回全日本大学野球選手権大会出場 （初）
1973年 第22回全日本大学野球選手権大会出場 （２回目）
1975年 富士大学に校名変更する。
1979年 第28回全日本大学野球選手権大会出場 （３回目）
1981年 第30回全日本大学野球選手権大会出場 （４回目）
1988年 渋谷寿成(野手)が第17回日米大学野球選手権代表に選出される。
1997年 第46回全日本大学野球選手権大会出場 （５回目） ベスト８
1997年 橋本大祐(投手)・小野間義和(捕手)が
 第26回日米大学野球選手権代表に選出される。
1997年 橋本大祐(投手)が阪神タイガースにドラフト３位で入団。
2005年 相原勝幸(投手)が千葉ロッテマリーンズにドラフト６位で入団。
2009年 第58回全日本大学野球選手権大会出場 （６回目） 準優勝
 守安玲緒(投手)が第25回アジア選手権大会代表に選出される。
2010年 中村恭平(投手) が広島東洋カープにドラフト２位で入団。
2011年 第60回全日本大学野球選手権大会出場 （７回目） ベスト８
 山川穂高(野手)が第38回日米大学野球選手権代表に選出される。
2012年 第43回明治神宮野球大会出場 （初）　ベスト４
 ※多和田真三郎(投手)が２回戦で大会史上４人目の無安打無得点

を達成
 山川穂高(野手)が第39回日米大学野球選手権代表に選出される。
 山川穂高(野手)が第26回アジア選手権大会代表に選出される。
2013年 第62回全日本大学野球選手権大会出場 （８回目） ベスト８
 山川穂高(野手)が第6回東アジア競技大会代表に選出される。

春季リーグ戦 通算 15回 優勝　／　秋季リーグ戦 通算 ８回 優勝
全日本大学野球選手権大会出場 ８回　／ 明治神宮野球大会出場１回

 History of Fuji University Baseball Club 

― 富士大学硬式野球部の歴史 ―

勝
負
強
さ
で
勝
利
を
掴
む

２
年
ぶ
り
８
度
目
の
出
場

　

本
学
硬
式
野
球
部
が
北
東
北
大

学
野
球
春
季
リ
ー
グ
１
部
を
１
敗

も
出
来
な
い
状
況
か
ら
３
連
勝
で
逆

転
優
勝
し
、
６
月
11
日
か
ら
開
幕

し
た
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

（
東
京
：
明
治
神
宮
球
場
・
東
京

ド
ー
ム
）に
出
場
し
ま
し
た
。
リ
ー

グ
戦
で
の
大
黒
柱
は
最
優
秀
選
手

に
選
ば
れ
た
右
腕 

多
和
田
投
手（
２

年
）、
そ
し
て
、
最
優
秀
防
御
率
の

右
腕 

神
田
投
手（
３
年
）。
打
線
は

主
砲
の
山
川
選
手（
４
年
）と
打
率

４
割
超
の
大
出
選
手（
４
年
）、
チ
ー

ム
最
多
の
８
打
点
を
挙
げ
た
外
崎

選
手（
３
年
）ら
が
攻
撃
の
核
を
担
い

ま
し
た
。
青
木
監
督
は「
精
神
的
に

タ
フ
な
選
手
が
多
い
。
こ
こ
ぞ
と
い

う
時
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
思

う
」と
期
待
し
ま
し
た
。
苦
し
い
戦

い
を
乗
り
越
え
た
富
士
大
ナ
イ
ン
が

夢
舞
台
に
臨
み
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
て

　
一
回
戦
の
京
都
学
園
大
学（
京

滋
）戦
は
、
吉
田
投
手（
２
年
）の

気
迫
溢
れ
る
投
球
に
打
線
が
奮
起

し
、
見
事
に
初
戦
を
突
破
。
二

回
戦
の
福
岡
大
学（
九
州
六
）
戦

は
、
劣
勢
の
展
開
を
耐
え
て
逆

転
で
勝
利
し
、
出
場
し
た
４
大
会

（
１
９
９
７
、２
０
０
９
、２
０
１
１
、

２
０
１
３
）連
続
の
８
強
入
り
を
果

た
し
ま
し
た
。
三
回
戦
の
明
治
大
学

（
東
京
六
）戦
、
多
和
田
投
手（
2

年
）の
力
投
と
野
手
の
好
守
備
も
あ

り
５
回
ま
で
１
失
点
。
し
か
し
、
６

回
２
死
か
ら
６
失
点
し
、
富
士
大
打

線
の
爆
発
を
期
待
し
ま
し
た
が
無
念

の
コ
ー
ル
ド
負
け
を
喫
し
ま
し
た
。

　

応
援
に
か
け
つ
け
た
父
兄
、
卒
業

生
、
大
学
関
係
者
ら
が
拍
手
を
送

る
中
、
選
手
た
ち
は
こ
の
苦
い
敗
戦

を
バ
ネ
に
さ
ら
に
大
き
く
成
長
し
、

全
国
舞
台
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

ベ
ス
ト
８
ま
で
の
軌
跡 

⼤ 会 登 録 選 ⼿
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建学の精神
本学の教育理念は、人類の築き上げつつある学術文化を研究・
教授し、深い教養と総合的判断力を具えた豊かな人間性を養う
ことによって、平和的かつ創造的な文化の向上と活力ある社会
の発展に寄与する人材を育成するにある。この理念に基づき、
特に地球的・国際的視野の涵養、創造的・実践的知性の開発、
自発的・奉仕的精神の体得を目標として、心身ともに健全な学
生の育成を期する。

大学院/経済・経営システム研究科 
経済学部/経済学科・経営法学科・経営情報学科
〒025-8501  岩手県花巻市下根子450-3　TEL0198-23-6221・FAX0198-23-5818



た
図
書
館
づ
く
り
を
目
指
し
、
業

務
の
効
率
化
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
新
刊
図
書
及
び
推

薦
図
書
紹
介
ブ
ー
ス
と
し
て
、
現

在
多
く
読
ま
れ
て
い
る
雑
誌
約
70

タ
イ
ト
ル
を
ホ
ー
ル
に
ま
と
め
、

個
人
及
び
複
数
で
閲
覧
し
や
す
い

ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
利
用
者
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
市
民

も
自
由
に
利
用
で
き
館
内
で
の
閲

覧
だ
け
で
な
く
、貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
学
図
書
館
が
学
生
で
も
大
人

で
も
、
そ
し
て
子
供
の
利
用
者
に

も
新
し
い
発
見
と
学
ぶ
喜
び
を
提

供
し
、
利
用
者
自
身
の
成
長
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

― 

富
士
大
学
附
属
図
書
館
の
取
組 

―

― 
平
成
25
年
度 

入
学
式 

・ 

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・ 
 

教
養
演
習
旅
行 

―

学
び
と
発
見
の
喜
び
を

 

得
ら
れ
る
場
と
し
て

学
業
精
進 

決
意
新
た
に

　

本
学
附
属
図
書
館
の
蔵
書
数

は
約
19
万
冊
で
、
学
部
構
成
に
即

し
経
済
学
や
法
学
な
ど
の
専
門
書

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
留
学
生
や

運
動
部
で
活
躍
す
る
学
生
も
多
い

こ
と
か
ら
、
語
学
や
ス
ポ
ー
ツ
を

扱
っ
た
雑
誌
類
の
所
蔵
に
も
力
を

入
れ
、
全
て
合
わ
せ
る
と
約
３
、

８
０
０
点
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

北
海
道
・
東
北
で
唯
一
の
図
書
館

司
書
講
習
を
開
講
し
て
お
り
、
学

術
的
な
本
だ
け
で
な
く
、絵
本
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
て
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ（
オ
パ
ッ
ク
）
を
導
入
し
、

学
生
は
図
書
館
と
併
設
す
る
Ｍ
31

教
室
の
パ
ソ
コ
ン（
40
台
）と
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
大
学
図
書
館
に
求
め
ら

れ
る
も
の
と
し
て 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ(

※
１)

の
導
入
、
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ(

※
２)

の
設
置
、

論
文
・
レ
ポ
ー
ト
の
指
導
員
設
置

な
ど「
学
士
力
向
上
」を
図
る
う
え

で
重
要
な
位
置
と
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
学
生
の
教
育
に
関
与
し

　

４
月
６
日
に
平
成
25
年
度
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
、
新
入
生
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
学

業
に
精
進
す
る
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

式
辞
で
藤
原
隆
男
学
長
は「
大

学
は
、
こ
の
困
難
な
社
会
を
生
き

抜
く
た
め
の
知
識
や
技
能
を
皆
さ

ん
に
提
供
し
ま
す
。
多
く
の
友
人

を
つ
く
り
、
計
画
性
を
持
っ
て
素

晴
ら
し
い
学
生
生
活
を
送
り
、
共

に
手
を
取
り
合
っ
て
進
化
、
躍
進

す
る
大
学
を
目
指
し
て
精
進
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
激
励
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
学
生
を
代
表
し
て

経
営
情
報
学
科
の
袴
田
千
聖
さ
ん

（
花
北
青
雲
高
卒
）が「
大
学
生
活

を
送
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、『
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ
、
風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』の
不

屈
の
精
神
を
持
っ
て
勉
学
や
諸
活

動
に
励
ん
で
い
き
た
い
」と
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

入
学
早
々
の
４
月
18
日
・
19
日

に
は
、
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
教
養
演
習
旅
行
が
ホ
テ
ル
森

の
風
鴬
宿
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
泊
２
日
の
学
外
研
修
は
教

養
演
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、

学
生
同
士
や
教
職
員
と
の
交
流
を

図
り
、
新
入
生
が
早
く
大
学
生
活

※
1 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

 

教
員
に
よ
る
一
方
向
的
な
講
義
形
式
の
教
育
と
は

異
な
り
、
学
修
者
の
能
動
的
な
学
修
へ
の
参
加
を

取
り
入
れ
た
教
授
・
学
習
法
の
総
称
。

※
2 

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

　

 

パ
ソ
コ
ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
提
供
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
と
従
来
の
図
書
館
資
料

を
共
に
活
用
さ
せ
、
学
生
の
グ
ル
ー
プ
学
習
等

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

新
任
教
職
員
の
紹
介

【教
員 

２
名
】

　
佐
々
木
修
一

（
さ
さ
き 

し
ゅ
う
い
ち
）

①
岩
手
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

金
属
工
学
専
攻　

②
岩
手
県
立
盛

岡
第
三
高
等
学
校　

校
長　

③
自

然
の
し
く
み
、
社
会
と
数
理
、
職

業
人
基
礎
力
養
成
Ⅱ･

Ⅲ
、
教
養
演

習　

④
木
工　

⑤
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

場
で
は
、
幅
広
い
知
識
と
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
行
動
力
が
ま
す
ま

す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
、「
理
数

科
目
は
苦
手
」な
ど
と
言
わ
ず
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 　
江
波
戸
順
史

（
え
ば
と　

じ
ゅ
ん
じ
）

①
千
葉
商
科
大
学
大
学
院
政
策

研
究
科
博
士
後
期
課
程 

修
了　

②
諸
大
学
の
非
常
勤
講
師　

③
財

政
学
、
地
方
財
政
論
、
財
政
政

策
、
演
習
Ⅰ･

Ⅱ
、
教
養
演
習　

④
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観
劇　

⑤
本
年

度
か
ら
財
政
学
等
を
担
当
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な

こ
と
ば
か
り
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
最
終
出
身
学
校 

②
前
職 

③
担
当（
科
目
・
役
職
） 

④
趣
味 

⑤
ひ
と
こ
と

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
2013
開
催

　

今
年
も
７
月
15
日（
海
の
日
）

に
、
本
学
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
高
校
生
・
保
護
者
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
日
ま

で
ず
っ
と
続
い
て
い
た
長
雨
が
う
そ

の
よ
う
に
天
気
も
良
く
な
り
、
気

温
も
穏
や
か
で
過
ご
し
や
す
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

8
階
の
ス
ロ
ー
プ
教
室
が
会
場

と
な
り
、
は
じ
め
に
原
久
雄
副
学

長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
佐
々
木
安
廣
広
報
部

長
が
学
部
・
学
科
紹
介
を
行
い
、

本
学
の
特
長
や
入
学
後
の
生
活
な

ど
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
就
職
活
動
や
取
得
で
き

る
資
格
や
対
策
講
座
な
ど
に
つ
い

て
、
菊
池
豊
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
が
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
在
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
大
学
生
活
・
就
職
活
動
な

ど
に
つ
い
て
、
在
学
生
と
院
生
の

4
名
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
友
会
や
一
般
生
の
在

学
生
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と

し
て
学
内
の
案
内
を
し
て
ま
わ
り
、

学
食
で
は
高
校
生
や
そ
の
ご
家
族

と
同
席
し
て
会
話
を
し
な
が
ら
昼

食
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
校
舎
に
戻
り
、
影
山
教

授
に
よ
る
模
擬
講
義「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
つ
い
て
」が
開
講
さ
れ
、
高
校

生
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
在
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

模
擬
講
義
が
と
て
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」「
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
た
く
さ

ん
話
し
か
け
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
」と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

お
忙
し
い
中
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
と
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

学
生
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
教
職
員
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

【教
員
２
名
】

に
馴
染
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

初
日
は
ゼ
ミ
単
位
で
自
己
紹
介

や
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て

討
論
会
が
活
発
に
行
わ
れ
、
夕
食

後
は
学
友
会
執
行
部
に
よ
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
２
日
目
は
快
晴
の
下
で
の
バ

ス
旅
行
で
学
生
同
士
の
相
互
理
解

を
図
り
な
が
ら
、
岩
手
に
つ
い
て

知
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
最
も
大
切
な
の
は「
積

極
的
な
学
び
の
姿
勢
」。
学
び
た
い

こ
と
を
自
ら
考
え
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
初
め
て

「
一
人
前
の
大
学
生
」に
な
っ
た
と

言
え
ま
す
。
本
年
度
の
新
入
生
が

失
敗
を
恐
れ
ず
に
色
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
強
い
向
上
心
を
持
っ
て
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会 2013 Sum
m
er

 

― 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
時
代
の
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

―

― 
就
職
戦
線
終
盤
を
迎
え
る 

―

 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長　

菊 

池  　

豊　

内
定
者
数
は
昨
年
同
期

 
の
２
倍
に
迫
る
！

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
留

学
生
が
日
本
の
文
化
や
自
然
に

触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
定
期

的
に
学
外
研
修
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
８
月
１

日
、
留
学
生
た
ち
は
岩
手
県
南
の

厳げ
ん
び
け
い

美
渓
、
猊げ

い
び
け
い

鼻
渓
、
平
泉
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
厳
美
渓
で
は
、

川
の
向
こ
う
岸
の
店
か
ら
籠
に

乗
っ
て
運
ば
れ
て
来
る
、
名
物
の

〝
郭か

っ
こ
う公

だ
ん
ご
〞
を
注
文
。
す
る

と
突
然
、
中
国
国
歌
が
流
れ
、
日

中
の
旗
と
歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

添
え
ら
れ
た
籠
が
降
り
て
き
て
、

予
想
外
の
も
て
な
し
に
留
学
生
は

大
感
激
。
ま
た
猊
鼻
渓
で
は
、
思

い
が
け
ず
中
国
人
の
ガ
イ
ド
さ
ん

が
同
伴
し
て
下
さ
り
、
会
話
の
弾

む
舟
下
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
平
泉

中
尊
寺
は
、
外
国
人
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
が
見
ら
れ
、
平
泉
の
歴

史
な
ど
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

学
外
研
修
は
留
学
生
が
日
本
を

学
ぶ
上
で
と
て
も
よ
い
機
会
で
あ

り
、
貴
重
な
思
い
出
も
作
る
こ
と

　

８
月
２
日
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連

絡
会
、
岩
手
大
学
情
報
処
理
セ

ン
タ
ー
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
盛
岡
Ｎ
Ｏ

Ｃ
、
富
士
大
学
が
主
催
と
な
っ

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会 2013 

Sum
m
er

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
時
代
の
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
。
講
演

１
で
は
ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク
ロ
株
式
会

社 

梅
田
篤
孝
氏
に
よ
る〝
こ
れ
か

ら
求
め
ら
れ
る
新
し
い
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
と
は
〞の
題
目
で
、
今
後
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
２
は
富
士

通
株
式
会
社 

高
嶋
健
太
郎
氏
に

よ
る〝
機
器
認
証
に
よ
る
持
ち
込

み
デ
バ
イ
ス
対
策
〞に
つ
い
て
、
講

演
３
は
い
わ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム

21 

岩
見
信
吾
氏
に
よ
る〝
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
復
興
支
援
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
〞に
つ
い
て
の
紹
介
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
岩
手
医
科
大
学
と
岩

手
大
学
の〝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
導
入
の
事
例
紹
介
〞、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
報
告
と

し
て〝
岩
手
県
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘

致
関
連
〞に
つ
い
て
の
話
題
提
供
が

あ
り
ま
し
た
。

　

連
絡
会
後
は
、
希
望
者
に
本
学

  

４
年
生
に
と
っ
て
は
大
学
生
活

も
余
す
と
こ
ろ
あ
と
半
年
と
な
り

ま
し
た
。
８
月
末
現
在
の
就
職
状

況
は
、
内
定
者
数
が
昨
年
同
期
の

２
倍
に
迫
る
成
果
を
上
げ
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
徴
は
、
昨
年
12
月

か
ら
会
社
説
明
会
や
会
社
訪
問
、

エ
ン
ト
リ
ー
等
々
、
早
い
段
階
で

多
く
の
学
生
が
就
職
活
動
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

夏
休
み
中
に
も
係
わ
ら
ず
連
日
多

く
の
学
生
が
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
会
社
紹
介
、
面
接
や
履
歴

書
指
導
等
の
就
職
活
動
支
援
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
積
極
的

な
就
職
活
動
が
例
年
に
も
増
し
て

良
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
以
降
、「
正

式
内
定
」期
間
と
な
り
ま
す
。
内

定
辞
退
は
早
め
に
丁
寧
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
残
り
の
学
生
生
活
を

充
実
し
た
も
の
に
す
る
と
共
に
慎

重
な
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
心
配
さ
れ
る
の
は
、
未
だ

就
職
活
動
に
本
気
で
取
り
組
ん
で

い
な
い
学
生
で
す
。
今
ま
で
全
く

就
職
活
動
を
し
て
い
な
い
、
会
社

説
明
会
等
に
は
出
席
す
る
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
な
い
、
就
職
相
談

に
も
訪
れ
て
い
な
い
等
々
の
行
動

を
起
こ
さ
な
い
学
生
が
少
な
か
ら

　

第13回
全国高校生童話大賞

http://www.koukousei-douwa.jp/

　「多感で夢と想像力に富む年代の高校
生に、その瑞々しい感性と創造性を引き
出す機会を提供しよう」と2001年（平成
13）から始まった「～賢治のまちから～
全国高校生童話大賞」が13回目を迎えま
した（作品募集期間：６月１日～９月15
日。実行委員会：富士大学・花巻市・花
巻市教育委員会）。
　本学の所在する岩手県花巻市は、童話
作家である宮沢賢治の生誕の地であり、
好奇心と想像力にあふれた賢治の精神は
今もこのまちに息づいています。
　 昨 年 の 第12回 ま で の 応 募 総 数 は
13,895篇にのぼり、高校生らしい発想
と自由な世界を創造したテーマなど個性
豊かな作品が寄せられました。混迷の度
を深める時代ですが、新しい時代を担っ

ていく高校生に今年も多くの童話作品を
応募していただけることを願っていま
す。
　第13回の審査発表は11月29日（金）に
ホームページ上に掲載いたします。表彰
式は12月22日（日）に花巻市のなはんプ
ラザにて一般公開し、受賞者の表彰、花
巻北高校放送部生徒による大賞作品の
「朗読」、花巻農業高校鹿踊部生徒による
「鹿踊」の披露を行う予定です。
　第12回までの作品（大賞・優秀賞）は
童話大賞ホームページに掲載されていま
す。また、朗読コーナー（過去作品）もぜ
ひお聞き下さい。
　また、ご意見がありましたならお寄せ
下さい。

～賢治のまちから～

一
関･

平
泉
を
め
ぐ
る

 

― 

留
学
生
学
外
研
修
で
交
流
を
深
め
る 

―

が
で
き
ま
す
。
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
研
修
や

国
際
交
流
の
場
を
積
極
的
に
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

施
設
の
見
学
ツ
ア
ー
を
行
い
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
交
流
を
図
り
ま

し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
使
用
が
主
流
と
な
っ
た
今
で
は
、

大
学
に
お
い
て
も
、
学
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
や
ウ
ィ

ル
ス
な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
い

か
に
回
避
す
る
か
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
あ
ま
り
リ
ス
ク
を
意
識
せ

ず
使
っ
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
に
参
加
し
、
先

端
技
術
に
触
れ
、
情
報
を
交
換
す

る
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
防
止
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

ず
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
未
内
定
者
向
け
の
個
別
相

談
や「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
催

す
る
な
ど
就
職
支
援
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
学
生
に
よ
っ
て

は
こ
ち
ら
か
ら
の
メ
ー
ル
や
電
話

等
の
連
絡
に
応
え
て
も
ら
え
ず
適

切
な
就
職
支
援
が
出
来
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
イ

ン
カ
レ
等
が
終
わ
る
こ
れ
か
ら
が

就
職
活
動
本
番
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
企
業
ス
ポ
ー
ツ
が
低

迷
し
て
い
る
状
況
で
部
活
動
実
績

だ
け
で
内
定
を
獲
得
で
き
る
人
は

そ
う
多
く
な
く
、
部
活
動
を
終
え

た
感
傷
に
浸
っ
て
い
る
暇
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
気
持
ち
を
早
々

に
一
掃
し
就
職
活
動
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
は
終
盤
を
迎
え
て
い

ま
す
。
ま
た
12
月
か
ら
は
３
年
生

対
象
の
新
規
学
卒
者
の
就
職
活
動

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
本
学
の
就
職

活
動
は
、
夏
休
み
明
け
の
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
経
済
状
況
も
僅
か
な
が

ら
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
上

向
き
と
な
り
失
業
率
の
低
下
や
雇

用
の
拡
大
な
ど
明
る
い
材
料
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、

一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
に
向
け

強
力
に
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
先
ず
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ「
就
職
相
談
」す
る
こ
と
か

ら
就
職
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。



競
歩
の
魅
力
を
伝
え
た
い

― 

韓
国
か
ら
五
輪
選
手
が
留
学 

―

剣道部
■東北学⽣剣道選⼿権⼤会

5⽉12⽇（宮城：塩釜ガス体育館）
男⼦  佐藤毅拓(4) 第９位  
   全⽇本学⽣選⼿権出場決定
■全⽇本学⽣剣道選⼿権⼤会

 7⽉14⽇（⼤阪府⽴体育会館）
男⼦  佐藤毅拓(4) 出 場 
■全⽇本学⽣剣道東⻄対抗試合 
 佐藤毅拓  東軍⼋将出場  東軍優勝

硬式野球部
■北東北⼤学野球春季リーグ戦 

 4⽉21⽇〜5⽉26⽇（岩⼿：花巻球場他）
大
学
名

富
士
大

八
戸
学
院

岩
手
大

青
森
大

青
森
学
院

盛
岡
大
勝負

順

位
富士大 ○○ ●○ ○● ○○ ○○ 8 2 １
八戸学院 ●● ○○ ○○ ○○ ○○ 8 2 １
岩手大 ○● ●● ○○ ○○ ○● 6 4 ３
青森大 ●○ ●● ●● ○○ ○● 4 6 ４
青森学院 ●● ●● ●● ●● ○○ 2 8 ５
盛岡大 ●● ●● ●○ ●○ ●● 2 8 ５

優勝決定戦 対 ⼋⼾学院⼤学 9-5
 優 勝
 第62回全⽇本⼤学野球選⼿権⼤会
 出場決定(2年ぶり8回⽬)
 < 個⼈賞 > ※本学選⼿のみ
 最優秀選⼿賞：多和⽥真三郎(2) ２回⽬
 最多盗塁：天願陽介(4)
 最優秀防御率：神⽥駿介(3) 初
 < ベストナイン > ※本学選⼿のみ
 投⼿：多和⽥真三郎(2) 初
 遊撃⼿：⼤出 篤(4) 初
 外野⼿：天願陽介(4) 初
 指名打者：⼭川穂⾼(4) 初
■第62回全⽇本⼤学野球選⼿権⼤会

 6⽉11〜16⽇（東京：明治神宮球場他）
1回戦   対 京都学園⼤学 2-0
2回戦   対 福岡⼤学   3-5
準々決勝 対 明治⼤学   0-7
 ベスト８

陸
上
競
技
部
１
年 （
韓
国
出
身
）

金キ
ム　

東ド
ン
ヨ
ン泳

女 子
ソフト
ボール

　

富
士
大
学
体
育
会
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）に
創
部
し
、
今
年
で
12

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
創
部
時
か

ら
着
実
に
力
を
付
け
、
現
在
で
は

全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
の
常
連

チ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
目
指
す
と
こ
ろ
は

〝
日
本
一
〞
で
す
が
、
技
術
面
で

は
他
チ
ー
ム
に
劣
る
点
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
は〝
心
〞や〝
気
持
ち
〞

と
い
っ
た
メ
ン
タ
ル
面
に
重
き
を

置
き
、
他
チ
ー
ム
に
劣
ら
な
い
強

い
精
神
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
挨
拶
や
行
動
等
、
社
会
に
出
て

も
通
用
す
る
人
と
な
れ
る
よ
う
、

人
間
形
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
。

Club Profile

富
士
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

主
任

日
本
体
育
大
学
体
育
学
部
体
育
学
科　

卒
業

富
士
大
学
総
務
・
統
括
部 
主
任

富
士
大
学
経
済
学
部　

卒
業

コ
ー
チ

森　

英
寿

（
も
り　

ひ
で
と
し
）

監　

督
高
橋
知
美

（
た
か
は
し　

と
も
み
）

富
士
大
学
経
済
学
部　

教
授

岩
手
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科　

卒
業

富
士
大
学
学
生
部 

副
部
長 

富
士
大
学
経
済
学
部　

卒
業

副
部
長

井
手
俊
一

（
い
で　

し
ゅ
ん
い
ち
）

部　

長
熊
谷　

淳

（
く
ま
が
い　

あ
つ
し
）

■
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
ス
タ
ッ
フ
紹
介

　

現
在
で
は
全
国
大
会
の
常
連

チ
ー
ム
と
な
っ
た
私
た
ち
も
、

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）に
全
国

大
会
に
出
場
で
き
ず
、
大
変
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
最
後
の
年

に
全
国
大
会
に
出
場
で
き
ず
に

引
退
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
先
輩

方
、
次
こ
そ
は
、
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
戦
い
続
け
た
先
輩

方
。
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
辛
く
厳

し
い
時
を
乗
り
越
え
、
様
々
な
経

験
を
糧
に
今
現
在
の
チ
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。

　

今
の
富
士
大
学
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
在
る
の
は
、
今
ま
で

－ 富士大学女子ソフトボール部の歴史 －

History of 
Fuji university Women,s Softball Club

歴
史
を
作
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た

先
輩
方
や
、
い
つ
も
温
か
く
見

守
っ
て
下
さ
る
保
護
者
の
皆

様
、
日
頃
か
ら
私
た
ち
を
応
援

し
て
下
さ
る
方
々
が
居
て
下
さ

る
お
か
げ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
期
待

に
沿
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

目
標
に
向
か
っ
て
、
チ
ー
ム
一

同
躍
進
し
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

８
月
17
日
、
地
元 

花
巻
球
場
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
花
巻
市
ま
ち
づ

く
り
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
の
招
聘
を
受

け
、
本
学
硬
式
野
球
部
が〝
大
学
球
界
の
雄
〞法

政
大
学
と
親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
は
大
学
選
手
権
優
勝
８
回
、
明
治

神
宮
大
会
優
勝
３
回
と
大
学
最
多
優
勝
を
飾
っ

て
お
り
、
常
に
大
学
球
界
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
、

１
５
０
人
以
上
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
輩
出
し
て

い
る
大
学
で
す
。
本
学
と
の
公
式
試
合
で
は

２
０
０
９
年
の
大
学
選
手
権
決
勝
、
２
０
１
２

年
の
明
治
神
宮
大
会
準
決
勝
で
対
戦
し
て
お

り
、
白
熱
し
た
試
合
の
末
に
い
ず
れ
も
敗
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
試
合
は
４
対
１
で
法
政
大
学
が
勝
利

し
ま
し
た
が
、
35
℃
を
超
え
る
暑
い
中
、
新
し

い
球
場
で
お
互
い
の
選
手
た
ち
が
真
剣
に
プ

レ
ー
し
て
お
り
、
親
善
試
合
に
ふ
さ
わ
し
い
見

応
え
の
あ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
観

客
の
皆
さ
ん
か
ら
大
学
野
球
の
球
速
と
守
備
の

連
携
プ
レ
ー
な
ど
に
感
嘆
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

法
政
大
学
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
開
催
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
硬
式
野
球
部
の
皆
さ
ん
に
は
今

後
の
活
動
で
こ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
20
日
に
石
川
県
で
開
催
さ

れ
た
第
52
回
全
日
本
競
歩
輪
島
大

会 

競
歩
１
０
、０
０
０
ｍ
に
お
い

て
、
本
学
１
年
生
の
金 

東
泳（
キ

ム　

ド
ン
ヨ
ン
：
33
）
選
手
が
同

着
２
位（
41
分
02
秒
）と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
大
会
で
イ
ン
カ
レ
標
準

記
録
43
分
を
突
破
し
、
９
月
に
行

わ
れ
る
イ
ン
カ
レ
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

　

金
選
手
は
ス
タ
ミ
ナ
が
要
求
さ

れ
る
競
歩
50
㎞
競
技
で
ア
テ
ネ
、

北
京
、
ロ
ン
ド
ン
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

３
大
会
出
場
の
実
績
を
誇
り
、
今

年
か
ら
本
学
に
留
学
生
と
し
て
入

学
し
ま
し
た
。

　

金
選
手
は
勉
強
と
競
技
の
傍

ら
、
学
生
た
ち
の
コ
ー
チ
役
も
務

め
、「
自
分
が
学
ん
で
き
た
全
て
を

伝
え
た
い
。
競
歩
に
興
味
の
あ
る

人
は
一
緒
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
」と

法
政
大
学
と
の
親
善
試
合
開
催

  

― 

花
巻
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念 

―

呼
び
掛
け
ま
す
。

　

ス
タ
ミ
ナ
と
集
中
力
が
必
要
と

さ
れ
る
50
㎞
競
技
で
は
、
大
会
ま

で
の
練
習
で
は
そ
の
30
倍
の
１
、

５
０
０
㎞
を
踏
破
し
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
ス
タ
ー
ト
後
は
ゴ
ー
ル
に

入
る
こ
と
し
か
考
え
ず
、
死
ん
で

し
ま
っ
て
も
構
わ
な
い
気
持
ち
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

金
選
手
は
勉
強
に
も
ス
ポ
ー
ツ

に
も
取
り
組
ま
せ
る
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
日
本
式
教
育
の
多
く
を
学
び
、

い
つ
か
日
本
代
表
チ
ー
ム
で
監
督

す
る
こ
と
が
夢
と
い
い
ま
す
。「
競

歩
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」と
笑
顔
で

話
す
金
選
手
、
舞
台
を
日
本
に
し

た
新
た
な
挑
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

【花巻球場】1988 年に開設され、今回の改修はスコアボード（フルカラーＬＥＤ方式）やスピードガンの導入、天然芝張替えな
どを行う。両翼92ｍ、中堅 120ｍ、収容人員 12,000 人。

FUJI UNIV. Sports Club
主な⼤会結果

2013年８月31日現在

2001年 創部
2003年 全日本大学選手権大会　初出場
 全日本総合選手権大会　初出場
2005年 全日本大学選手権大会　ベスト８
2006年  成田春菜（投手）が第２回世界大学女子ソフト

ボール選手権大会代表に選出される
2007年 全日本大学選手権大会　ベスト８
　　　　 佐々木瞳（野手）が、第24回ユニバーシアード

競技大会代表に選出される。
2009年 全日本大学選手権大会　ベスト16
2010年 全日本大学選手権大会　ベスト16
2011年 全日本大学選手権大会　ベスト８
　　　　 郷間智美（野手）、桐生彩香（野手）、榎林茉実

（投手）が、アジアパシフィックソフトボール
招待大会東日本大学選抜に選出される。

2012年 全日本大学選手権大会　ベスト８

全日本大学選手権大会出場回数：10回
全日本総合選手権大会出場回数：  ８回

※氏名の後の（ ）内は学年
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ゴルフ部  
■関東⼤学春季Ｂブロック対抗戦（男⼦）

5⽉15〜16⽇（静岡：富⼠カントリークラブ）
 第3位⼊賞
■関東⼥⼦⼤学春季Ｃブロック対抗戦（⼥⼦）

6⽉5〜6⽇（茨城：フレンドシップカントリークラブ）
 第3位⼊賞

■県アマチュアゴルフトーナメントIBCカップ
8⽉22〜23⽇（岩⼿：南部富⼠カントリークラブ）

⼭科和彦(2)   優 勝
  2年連続2度⽬

佐々⽊太郎(3)     4位
⻑登将⼠(2)      4位
三浦健太郎(2)   10位

サッカー部
[学⽣チーム：富⼠⼤学]
■ 東北地区⼤学選⼿権 兼 総理⼤⾂杯
 全⽇本⼤学トーナメント東北予選

 5⽉12〜26⽇（富⼠⼤学サッカー場他）
２回戦  対 ⼭形⼤学医学部 7－0 
準々決勝 対 福島⼤学 3－1
準決勝  対 岩⼿⼤学 6－2
決勝   対 仙台⼤学 2－2(PK2－4)
  準優勝
■ 岩⼿県サッカー選⼿権 兼 天皇杯
 全⽇本サッカー選⼿権岩⼿代表決定戦

 5⽉19⽇〜8⽉25⽇（盛岡南公園球技場）
準々決勝 対 岩⼿⼤学 4－4 (PK4－5)
[社会⼈チーム：富⼠クラブ2003]  
■ 岩⼿県サッカー選⼿権 兼 天皇杯
 全⽇本サッカー選⼿権岩⼿代表決定戦 
    5⽉19⽇〜8⽉25⽇（盛岡南公園球技場）
４回戦  対 花巻クラブ   3－0  
準々決勝 対 盛岡ゼブラ   5－2
準決勝  対 グルージャ盛岡 1－6 
■東北社会⼈サッカーリーグ１部
 4⽉7⽇〜10⽉13⽇全18節（富⼠⼤学サッカー場他）
 現在まで 4勝7敗1分
■全国社会⼈サッカー選⼿権⼤会東北予選会
 8⽉17〜19⽇（紫波町岩⼿県フットボールセンター他）
１回戦 対 ラインメール⻘森 0－4
[社会⼈チーム：ＦＣ Fuji08]
■岩⼿県サッカー選⼿権 兼 天皇杯
 全⽇本サッカー選⼿権岩⼿代表決定戦

 5⽉19⽇〜8⽉25⽇（富⼠⼤学サッカー場他）
３回戦 対 盛岡中央⾼校 1－2    
■全国社会⼈サッカー選⼿権⼤会
 東北予選会(岩⼿県代表)
 8⽉17〜19⽇（紫波町岩⼿県フットボールセンター他）
１回戦 対 ヴァンラーレ⼋⼾ 0－5
[3チーム混合メンバー]
■東北地区⼤学体育⼤会 サッカー競技
 6⽉21〜25⽇（富⼠⼤学サッカー場他）
２回戦  対 秋⽥⼤学  5－0
準々決勝 対 ⽇⼤⼯学部 9－0 
準決勝  対 仙台⼤学  3－1 
決勝   対 岩⼿⼤学  1－2 （延⻑）
 準優勝

⾃転⾞部
■全⽇本学⽣選⼿権トラック⾃転⾞競技⼤会
 6⽉28〜29⽇（静岡：ＣＳＣペロドローム）  
ケイリン 俵 央育(2) 11秒26 ７位⼊賞

■県選⼿権⼤会（成年男⼦）
 7⽉13⽇（紫波⾃転⾞競技場）

スプリント ⼩笠原徹也(1) １位
1000mタイムトライアル 俵 央育(2)  １位

16000mポイントレース 嵯峨⻯⾺(3)  １位
  豊沢優太郎(4) ２位
チームスプリント
熊⾕誠也(4)、俵 央育(2)、嵯峨⻯⾺(3) １位

■ ＩＢＣ ・ 紫波町⻑杯第48回岩⼿県
 ⾃転⾞ロードレース選⼿権⼤会（成年男⼦）

 7⽉14⽇（紫波町東部周回コース）
⼀般の部 109km 豊沢優太郎(4) ３位

柔道部
■東北学⽣柔道優勝⼤会 5⽉24⽇(宮城県武道館）
男⼦ １回戦 対 弘前⼤学    6－1
   準決勝 対 東⽇本国際⼤学 3－4
全国⼤会出場決定戦 対 仙台⼤学 4－2
 第３位 全⽇本学⽣柔道優勝⼤会出場決定
 ⼤会優秀選⼿ 伊藤⿓⼀(4)
⼥⼦ ⼀部リーグ戦
 第⼀試合 対 仙台⼤学    0－3 
 第⼆試合 対 東⽇本国際⼤学 2－2 
 内容負け 第３位
 ⼤会優秀選⼿ ⼩池絵⾥奈(2)
■全⽇本学⽣柔道優勝⼤会

 6⽉22〜23⽇(東京：⽇本武道館）
男⼦ １回戦 対 ⽴命館⼤学  1－5 
⼥⼦ １回戦 対 平成国際⼤学 0－5 
■全⽇本ジュニア体重別選⼿権⼤会
 東北予選会 7⽉7⽇(福島体育館）
男⼦ 73kg級   平舘雅俊(2) 優 勝
   90kg級   松尾 淳(1) 出 場
   100kg級   稲留章雄(1) 出 場
⼥⼦ 63kg級   堀⼝⾥佳(1) 出 場
   70kg級   伊藤 静(2) 第２位
   78kg級   髙橋寧⾳(1) 出 場
   78kg超級  松浦⾥奈(2) 出 場
優勝者は全⽇本ジュニア体重別選⼿権⼤会に出場決定
■東北学⽣柔道体重別選⼿権⼤会

 8⽉31⽇(岩⼿：岩⼿県営武道館）
男⼦ 60kg級 橋本拓也(4) ３位
   73kg級 平嶋孔輝(4) 優 勝
         細⾕健太(2) ２位
         平舘雅俊(2) ３位
   81kg級  下村⼀球(4) ３位
   100kg級  伊藤⿓⼀(4) 優 勝
         稲留章雄(1) ２位
   100kg超級  ⾚司⻯也(3) ２位
⼥⼦ 52kg級  中村瑞季(3) ３位
   63kg級   伊藤 静(2) ３位
   上記選⼿すべて全⽇本⼤会出場決定
■東北学⽣柔道体重別団体優勝⼤会

 9⽉1⽇(岩⼿：岩⼿県営武道館）
男⼦ １回戦 対 東北⼤学 7－0
   準決勝 対 秋⽥⼤学 3－2
   決勝戦 対 東北学院⼤学 5－1
    優 勝 全⽇本⼤会出場決定

準硬式野球部 
■東北地区⼤学仙台リーグ春季リーグ戦 
 4⽉13⽇〜5⽉18⽇（宮城：東北学院⼤学Ｇ他）

勝点3  第3位
順位 大学名 試合数 勝 敗 勝点 勝率
1 東北学院大学 11 8 3 4 .727
2 仙台大学 11 8 3 4 .727
3 富士大学 12 8 4 3 .667
4 福島大学 10 6 4 3 .600
5 東北大学 10 2 8 1 .200
6 東北薬科大学 10 0 10 0 .000

( １位と２位の順位はプレーオフにて決定)
<ベストナイン> ※本学選⼿のみ
 遊撃⼿：村上 祐輔(4) 初
 外野⼿：⼩原 史也(3) 2回⽬
■清瀬杯全⽇本選抜⼤会出場決定戦

 6⽉1〜2⽇（宮城：東北学院⼤学Ｇ他）
１回戦 対 ⻘森⼤学 3－2（延⻑10回）
決勝  対 東北学院⼤学 2－3

⼥⼦ソフトボール部
■ 北海道 ・ 東北地区⼤学ソフトボール選⼿権⼤会 兼 
 全⽇本⼤学ソフトボール選⼿権⼤会 北海道 ・ 東北地区予選会

 5⽉18〜19⽇（秋⽥：⽮島ソフトボール場）

準決勝 対 弘前⼤学   17－1
決勝  対 東北福祉⼤学 1－5 準優勝
 全⽇本⼤学選⼿権⼤会出場決定
 (4年連続９回⽬)
■ 東北総合⼥⼦ソフトボール選⼿権⼤会 兼
 全⽇本総合⼥⼦ソフトボール選⼿権⼤会東北予選会

 7⽉20⽇（⻘森：弘前市運動公園競技場）
準決勝 対 仙台⼤学   3－0    
決勝  対 東北福祉⼤学 1－4 準優勝
  全⽇本総合⼥⼦選⼿権⼤会出場決定
■東⽇本⼤学ソフトボール選⼿権⼤会
 8⽉10〜12⽇（花巻市⽯⿃⾕ふれあい運動公園）
２回戦 対 東京国際⼤学 0－3    

卓球部 
■東北学⽣卓球連盟春季リーグ戦

 5⽉17〜18⽇（宮城：塩釜ガス体育館）
男⼦団体２部リーグ  第２位
⼥⼦団体１部リーグ  第６位
■東北学⽣卓球選⼿権⼤会

 5⽉19〜20⽇（宮城：塩釜ガス体育館）
男⼦ ダブルス  川代貴⼤(4)・三留海⼀(3)
 第３位
■東北地区⼤学総合体育⼤会

 7⽉13⽇（岩⼿県営体育館）
男⼦団体 対 東北学院⼤学 1－3 第３位
⼥⼦団体 対 東北学院⼤学 2－3 準優勝
■東北学⽣卓球連盟秋季リーグ戦

 8⽉27〜28⽇（岩⼿：花巻総合体育館）
男⼦団体２部リーグ 優 勝
 <最優秀選⼿賞> ⾼橋 耀(3)
⼥⼦団体２部リーグ 優 勝
 <最優秀選⼿賞> ⼩野寺美咲(3)
■全⽇本⼤学総合卓球選⼿権⼤会予選⼤会

 8⽉28〜29⽇（岩⼿：花巻総合体育館）
 男⼦ シングルス 近藤祐哉(2)
    ダブルス ⾼橋 耀(3)・福⽥魁⽃(2)
 全⽇本⼤学総合卓球選⼿権⼤会出場決定

テニス部
■東北学⽣テニス春季トーナメント

 5⽉1〜10⽇（宮城：川内庭球場他）
男⼦ シングルス 千⽥慎也(4) ５位
 ⼩⿊夏圭(3) ７位
   ダブルス
 國吉⼤輝(4)･佐藤 真(4)組 ※優 勝
 ⼤川原庸平(3)･⼩⿊夏圭(3)組 ※準優勝
⼥⼦ シングルス ⾼橋美琴(3) ※準優勝
 福井 愛(1) ※ベスト４
   ダブルス
 ⾼橋美琴(3)･本多(⻘森⼤4年)組 ※優 勝
   ⽯井⼩夏(2)･福井愛(1)組 ベスト４

 ※は全⽇本学⽣選⼿権出場決定
■東北地区⼤学体育⼤会 テニス競技

 6⽉25⽇〜7⽉1⽇（宮城：グランディー21）
男⼦・⼥⼦ アベック優勝（2年連続）
■東北学⽣テニス夏季トーナメント

 8⽉1〜9⽇（宮城：川内庭球場）
男⼦ シングルス 千⽥慎也(4) ベスト４
   ダブルス 
   ⼤川原庸平(3)･⼩⿊夏圭(3)組 ※優 勝
⼥⼦ シングルス ⾼橋美琴(3) ※優 勝
 ⽯井⼩夏(2)、福井 愛(1) ベスト４
   ダブルス
 ⾼橋美琴(3)･福井 愛(1)組 ※優 勝
   ⽯井⼩夏(2)･⽥中美帆(1)組 ベスト４
 ※は全⽇本学⽣室内⼤会出場決定
■東北総合体育⼤会テニス競技（ミニ国体）

 8⽉17〜18⽇（⼭形総合運動公園）
男⼦代表 千⽥・佐藤真・國吉  第３位
⼥⼦代表 ⽯井・⼩原由愛（院） 第４位
 男⼦ 国⺠体育⼤会出場決定

■全⽇本学⽣テニス選⼿権⼤会 本選
 8⽉19〜27⽇（岐⾩メモリアルセンター）

男⼦ シングルス 千⽥慎也(4)2回戦進出
   ダブルス
   國吉⼤輝(4)･佐藤 真(4)組 2回戦進出
   ⼤川原庸平(3)･⼩⿊夏圭(3)組 2回戦進出
⼥⼦ シングルス 
   ⾼橋美琴(3)、福井 愛(1) 出 場
   ダブルス
 ⾼橋美琴(3)･本多(⻘森⼤4年)組 出 場

バスケットボール部 
■県下⼀般男⼥バスケットボール選⼿権⼤会

 5⽉10〜12⽇(岩⼿県営体育館）
男⼦ 準決勝 対 ST－IWATE 76－56
   決勝  対 岩⼿⼤学 66－86
 準優勝
⼥⼦ 準決勝 対 岩⼿⼤学 106－42
   決勝  対 LEGENDS IWATE 92－47

優 勝 ８回連続10回⽬
■北奥⽻地区⼤学春季バスケットボール⼤会

 5⽉25〜26⽇(⻘森：弘前⼤学体育館）
男⼦ 準決勝 対 ⻘森⼤学 90－64
   決勝  対 岩⼿⼤学 77－88
 準優勝
 <優秀選⼿賞>  船⽊ 智弘(3)
 <敢 闘 賞>  富樫 良太(3)
⼥⼦ 準決勝 対 岩⼿⼤学 73－30
   決勝  対 弘前⼤学 87－65

    優 勝 12年連続12回⽬
 <最優秀選⼿賞> ⽥村 梓(4)
 <優秀選⼿賞> 深沢かほり(4)、釜澤怜⼦(3)

バレーボール部 
■東北バレーボール⼤学春季リーグ   
  4⽉27⽇〜5⽉19⽇（⼭形：東根市⺠体育館）
男⼦ 7勝0敗 3部北リーグ１位
 秋季リーグより2部昇格決定

ハンドボール部
■東北学⽣ハンドボール春季リーグ

 5⽉15〜19⽇（⼭形：東根市⺠体育館）
男⼦ ４勝１敗 １部リーグ2位
 <ベストセブン>
 ＣＰ:前城貴秋(4) ⽩澤直⼈(4)
⼥⼦ 4勝1敗 Ａリーグ2位      
 <ベストセブン>
 ＣＰ:中村愛美(4) 佐藤明⽇⾹(2)
男⼥とも東⽇本学⽣選⼿権⼤会出場決定
■東⽇本学⽣ハンドボール選⼿権⼤会

 8⽉8〜10⽇（北海道⼤学体育館他）
男⼦ 1戦⽬ 対 松本⼤学   42－12
   2戦⽬ 対 北海道⼤学  37－17
   3戦⽬ 対 桐蔭横浜⼤学  30－28
 3勝0敗 Ｄリーグ 優 勝
 <優秀選⼿賞> 浅沼 星⽮(4)
全⽇本学⽣選⼿権⼤会出場決定（3年連続7回⽬)
⼥⼦ 1戦⽬ 対 北星学園⼤学 39－4
   2戦⽬ 対 ⾦沢⼤学   44－17
   3戦⽬ 対 ⽇本⼥⼦体育⼤学 30－22
 3勝0敗 ｂリーグ 優 勝
全⽇本学⽣選⼿権⼤会出場決定（8年連続8回⽬)
 <優秀選⼿賞> ⾸藤 未来⼦(4)

陸上競技部 
■全⽇本競歩輪島⼤会 4⽉20⽇（⽯川県輪島市）
男⼦ 10km競歩 ⾦ 東泳(1)  41秒02 ２位
■岩⼿⽇報主催盛岡市内⼀周継⾛

 4⽉21⽇（岩⼿県盛岡市）
⼀般男⼦の部 優 勝 （52チーム中）  
  1時間28分20秒
  荒⽊和也(3)･古舘優(2）･中⼭広志(1)
  松原彩⼈(4)･⼩野寺敬(4)
■東北学⽣陸上競技対校選⼿権⼤会

 5⽉17〜19⽇（宮城県総合運動公園）
男⼦ 1,500ｍ 古舘 優(2） 第３位
   5,000ｍ 古舘 優(2） 第３位
   10,000ｍ ⼩野寺敬(4) 優 勝
   3,000ｍ障害 荒⽊和也(3） 第２位
⼩野寺選⼿は9⽉の全⽇本インカレに出場決定
■北⽇本学⽣陸上競技対校選⼿権⼤会

6⽉15〜16⽇（北海道：札幌市円⼭公園陸上競技場）
男⼦ 5,000ｍ 古舘 優(2） 優 勝
古舘選⼿は9⽉の全⽇本インカレに出場決定

※氏名の後の（ ）内は学年

FUJI UNIV. Sports Club
主な⼤会結果
2013年8月31日現在
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OG Message
　

私
は
仙
台
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
＆

ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校
で
将
来

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
を
志
す
生
徒

達
に
婚
礼
の
知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
を
教
え
て
い
ま
す
。
校

内
に
チ
ャ
ペ
ル
や
ド
レ
ス
ル
ー

ム
等
も
あ
り
、
常
に
実
践
に
近

い
授
業
を
す
る
こ
と
が
出
来
る

為
、
生
徒
達
の
成
長
の
速
さ
に

驚
き
ま
す
。

　

私
自
身
、
富
士
大
学
を
卒
業

後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
１
年
海

外
挙
式
の
仕
事
を
し
、
帰
国

後
、
仙
台
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
で
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
約
５

年
勤
務
い
た
し
ま

し
た
。プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
お
客
様
が

当
日
を
安
心
し
て

迎
え
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
心
が
け
、

緊
張
感
と
闘
う
毎

日
で
し
た
。
ま
た
、

お
客
様
の
立
場
で

考
え
、
最
高
に
幸

せ
な
一
日
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に

仲
間
と
励
ま
し
合

い
な
が
ら
夢
中
で

取
組
み
ま
し
た
。

　

失
敗
が
許
さ
れ

な
い
た
め
、
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
天
職
と

思
え
る
こ
の
仕
事
に
就
け
た
こ

と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

現
職
で
は
今
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
教
科
書
に
は
載
っ
て

い
な
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
応
や

心
構
え
、
知
識
、
そ
し
て
誰
か

を
幸
せ
に
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
た
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育

て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

辛
い
時
に
ふ
と
思
い
出
す
の
は

厳
し
く
も
思
い
や
り
を
持
っ
て

育
て
て
く
だ
さ
っ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
監
督
コ
ー
チ
を
は

じ
め
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

一
生
懸
命
に
な
り
、
支
え
あ
っ

た
大
学
の
仲
間
で
す
。
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
最
後
に
担
当
を
し

た
新
婦
様
は
大
学
の
同
期
で
、

同
期
全
員
が
集
ま
り
、
こ
れ
を

最
後
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
幸
せ
で
し
た
。

　

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
一
度

決
め
た
こ
と
は
諦
め
ず
に
挑
戦

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
自

分
が
選
ん
だ
道
で
頑
張
れ
ば
、

必
ず
な
り
た
い
自
分
に
近
づ
い

て
い
る
は
ず
で
す
。
富
士
大
生

の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

（平成18年度 経済学科卒）
●秋田県出身
● 学校法人 三幸学園 仙台ウェディング＆ブライダル専門学校 勤務

遠藤千賀子さん
Chikako Endo 

ＡＯ入試・社会人入試 推薦入試 特待生試験 一般入試 センター入試
Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期 指定校

推　薦
スポーツ
推　薦

公　募
推　薦 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

出願期間

自己ＰＲカード提出期間 Ⅰ期 Ⅱ期

11/11㈪

～

11/29㈮
消印有効

1/15㈬

～

1/30㈭
消印有効

1/6㈪

～

1/24㈮
消印有効

2/3㈪

～

2/14㈮
消印有効

2/28㈮

～

3/17㈪
必着

1/6㈪

～

2/7㈮
消印有効

2/20㈭

～

3/7㈮
必着

3/10㈪

～

3/24㈪
必着

9/2㈪
～

9/27㈮

9/30㈪

～

11/15㈮

11/21㈭

～

1/24㈮

1/27㈪

～

3/14㈮ 10/21㈪

～

11/8㈮
消印有効

11/11㈪

～

11/29㈮
消印有効

9/19㈭

～

10/4㈮
消印有効

11/12㈫

～
11/26㈫
消印有効

1/15㈬

～

1/30㈭
消印有効

2/28㈮

～

3/20㈭
必着

試験会場 本学・札幌 本学・沖縄 本学 本学 本学 本学・仙台・東京 ̶

試験日 確認面接
10/11㈮

確認面接
12/6㈮

確認面接
2/7㈮

確認面接
3/25㈫ 11/15㈮ 12/6㈮ 12/6㈮ 2/7㈮ 1/31㈮ 2/21㈮ 3/20㈭ 大学センター試験

平成26年1/18㈯・1/19㈰

経済学部／経済学科・経営法学科・経営情報学科

平成26年度　特待生試験
◆学力優秀者特待生試験
試験・書類審査及び面接等により、授業料を最大全額免除。
◆資格取得者特待生試験
取得資格及び面接等により、入学金や授業料の一部を免除。
■出願資格
１. 高等学校（中等教育学校含む）を卒業した者及び平成26年３

月卒業見込みの者。
２. 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成26

年３月卒業見込みの者。
３. 学校教育法施行規則第69条の規定により、高等学校を卒業

した者と同等以上の学力があると認められる者及び平成26
年３月31日までにこれに該当する見込みの者。

◆学力優秀者特待生試験
学力優秀者特待生試験を受験する者は、左記出願資格１～３の
いずれかに加え、以下の要件を全て充たすこと。
４. 出身学校長の推薦を受けた者
５. 学習成績概要が概ねＡの者
◆資格取得者特待生試験
資格取得者特待生試験を受験する者は、左記出願資格１～３の
いずれかに加え、以下の要件を全て充たすこと。
４. 出身学校長の推薦を受けた者
５. 学業に関連した各種資格を高等学校在学中に取得した者
■募集人員
経済学科23名、経営法学科８名、経営情報学科10名。
■選考方法
(１)小論文試験　　(２)面接試験

■選考日程

募集 出願期間
（消印有効） 試験日 合格発表 手続締切日

(消印有効)

Ⅰ期 11/11(月)～11/29(金) 12/6(金) 12/13(金) 12/27(金)
Ⅱ期 1/15(水)～1/30(木) 2/7(金) 2/14(金) 2/28(金)

■出願書類
資格取得特待生は、※も加えること
(１)入学願書　　(２)出身学校長推薦書　　(３)調査書
※ 取得資格合格証（コピー）

東日本大震災被災者支援特別試験も引き続き実施しています。
詳細は入試係までお問い合わせ下さい。

TEL 0198-23-7974　　fujiuniv.n@gmail.com

■経済学部に３学科設置 
情報化、国際化が進む社会の市場経済を
解明し、ビジネスの現場で必要とされる
知識を「経済学科」「経営法学科」「経営
情報学科」で学ぶことができます。
■少人数ゼミで細やかな指導  
全学年必修のゼミでは自ら研究テーマを
見つけ、発表、討論する演習形式の学習
が行われます。小人数編成で学生の個性

を生かしたゼミナールに取り組み、教授
陣の個別指導を受けて学問を深めます。
■学習もスポーツも充実した教育施設・設備で  
語学実習室、マルチメディア実習室、ゼミ
室、蔵書数19万冊を超える附属図書館
などの学習環境に加え、全天候型陸上ト
ラック、野球場、武道館、人工芝サッカー
場の他、国内大学最大級の総合体育館な
ど、スポーツ環境も充実しています。学生
食堂、女子学生専用休憩室は、学生生活
のアメニティーを実現しています。

富士大学の特色

紫陵祭 オープン
キャンパス

紫陵祭&オープンキャンパス 第 回47

10
2013

26 27▲ ＆

花巻駅・北上駅から無料送迎バスが出ます。

同時開催

S A T S U N

富士大の
学 園 祭

富士大生
一日体験
してみませんか

？Peace ～笑顔がいいね！！～
オープンキャンパス第47回 紫陵祭

詳しい時間・停留所は富士大学ホームページよりご覧ください。
紫陵祭に関するお問い合せは ［富士大学紫陵祭実行委員会］  TEL.FAX 0198-22-4507

EVENT　楽しいイベント盛りだくさん！
●富士無双／未知なる力を開放し、その腕で勝利を掴め！腕相撲大会開幕!!
●カラオケ大会／あなたの美声がＮｏ.１!? いつ参加するの？今でしょ！
●○×クイズ／あなたは正解？ それとも…、クイズ王に俺はなる!!
●わんこそば大会／どれだけ“わんこそば”を食べられる？いざ挑戦！
●Shall we BINGO？／今年は２日間開催！お目当ての景品がある…かも

■時間：10時～15時
■場所：富士大学
■受付：正門付近
※ 事前の予約は必要ありません。
※開催時間中の入退場は自由です。

富士大学では、「オープンキャンパス」を紫陵
祭と同日に開催します。この催しで、実際にキャ
ンパスを歩いて、見て、富士大の持つ雰囲気
を感じていただきたいと思います。
受験生のみなさんをはじめ、ご父母、高校・
予備校の先生方の多数のご参加をお待ちして
います。高校２年生・１年生のみなさんも歓迎
しますので、ぜひご参加ください。

プログラム
・入試情報　・施設見学　・模擬講義
・センター試験会場の下見　・就職相談
・サ－クル見学　・資料展示（入試要項等）
※内容は変更になる場合があります。

参加特典
①参加された高校生の方に記念品プレゼント！
②各種模擬店で使用できる利用券500円分を進呈

■時間：10時～16時　■場所：富士大学キャンパス内
■受付：正門付近パンフレット配布

※ 車でのご来場はご遠慮ください。当日は無料送迎バスがございます。

※ 満員の際は安全管理上、入場制限をする場合がございます。予めご了承ください。※ 詳細は本学ＨＰをご覧ください。

テ
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模擬店・展示
食べどころ、見どころいっぱい！
フランクフルト・たこ焼き・
だんご・冷たい飲みものなど
の模擬店、研究発表などの展
示コーナーを豊富にご用意。

26⽇

いわて純情MUSUME25

ラストシンデレラの
主題歌で

おなじみ！

27⽇

SPECIAL
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14:00〜

⼊場無料

平成26年度 入試案内
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